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は
じ
め
に
─
浮
世
絵
が
求
め
た
伝
統
性
と
新
機
軸
─

　

新
興
都
市
・
江
戸
の
町
民
層
に
向
け
た
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
誕
生
し
た
浮

世
絵
、
そ
の
名
称
が
文
献
上
に
現
れ
る
の
は
天
和
年
間
（
一
六
八
一
～

八
四
）
の
頃
で
あ
る
。「
絵
」
を
買
い
求
め
る
と
い
う
新
た
な
習
慣
を
、

主
要
な
需
要
者
で
あ
る
江
戸
の
庶
民
層
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
、
浮
世
絵

の
刊
行
に
携
わ
っ
た
版
元
や
絵
師
は
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品
作

り
に
い
そ
し
ん
だ
。
や
ま
と
絵
系
の
土
佐
派
や
住
吉
派
、
さ
ら
に
漢
画
系

の
狩
野
派
な
ど
、
既
存
の
画
派
が
育
ん
だ
主
題
や
技
法
を
制
作
に
取
り
込

葛
飾
北
斎
画
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
み
る
「
光
琳
」
イ
メ
ー
ジ

─
浮
世
絵
と
琳
派
─

藤
澤
　
紫

む
こ
と
で
、
浮
世
絵
と
い
う
新
た
な
画
派
に
伝
統
性
を
加
味
す
る
試
み
も

行
わ
れ
た
。

　

な
か
で
も
「
や
ま
と
絵
」
の
伝
統
と
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
継
承
は
、
浮
世

絵
の
発
展
に
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
象
徴
的
な
例
が
、
浮
世
絵
の
祖

と
さ
れ
る
菱
川
師
宣
（
？
～
一
六
九
四
）
で
あ
る
。
師
宣
の
活
動
期
に
あ

た
る
一
七
世
紀
に
は
、
後
水
尾
院
（
一
五
九
六
～
一
六
八
〇
）
ら
が
精
力

的
に
古
典
研
究
を
進
め
、
宮
廷
か
ら
将
軍
家
や
大
名
、
や
が
て
庶
民
層
に

も
古
典
文
化
の
復
興
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
古
典
に
取
材
し
た
絵
画
も
好

ま
れ
、
や
ま
と
絵
系
の
土
佐
派
や
住
吉
派
、
更
に
は
漢
画
系
の
狩
野
派
も

こ
れ
ら
の
制
作
に
加
わ
っ
た
。
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師
宣
は
庶
民
に
向
け
た
や
ま
と
絵
の
絵
手
本
と
も
目
さ
れ
る
版
本
を
、

老
舗
の
版
元
で
あ
る
鱗
形
屋
三
左
衛
門
よ
り
多
数
上
梓
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
、『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』（
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
刊
）【
図
１
】

は
当
代
の
様
々
な
職
業
に
従
事
す
る
人
々
の
風
俗
に
取
材
し
た
絵
本
で
、

浮
世
絵
ら
し
い
生
き
生
き
と
し
た
人
物
描
写
が
特
徴
で
あ
る
。同
書
に
は
、

「
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
」
と
の
署
名
も
付
さ
れ
、「
大
和
（
や
ま
と
）

絵
師
」
と
名
乗
る
こ
と
で
、
師
宣
が
自
ら
を
そ
の
流
れ
に
置
き
、
作
品
に

付
加
価
値
を
付
け
た
こ
と
が
伺
え
る（
１
）。

さ
ら
に
天
和
三
（
一
六
八
三
）
年

刊
『
大
和
武
者
絵
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
師
宣
は
や
ま
と
絵
の
風
俗
を
描

く
際
に
、
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
家
の
筆
意
に
自
ら
の
工
夫
を
加
え
て
一

流
を
極
め
、
浮
世
絵
師
の
名
を
得
た
と
さ
れ
る
。

　

ま
た
江
戸
中
期
に
活
躍
し
た
絵
師
の
鈴
木
春
信
（
一
七
二
五
？
～

七
〇
）
も
、
自
ら
を
「
大
和
絵
師
」
と
称
し
た
と
の
逸
話
が
、
親
交
の
深

い
戯
作
者
の
舳ち
く
ら羅
山
人
こ
と
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
に
よ

り
残
さ
れ
て
い
る
。
錦
絵
の
創
始
に
携
わ
り
、
浮
世
絵
の
黄
金
期
を
開
く

き
っ
か
け
を
作
っ
た
春
信
は
、
江
戸
の
好
事
家
（
趣
味
人
）
と
交
わ
り
、

古
典
的
な
主
題
を
当
世
風
に
転
じ
た
「
見
立
」
の
手
法
と
、
や
ま
と
絵
の

「
作
り
絵
」
風
の
容
貌
表
現
で
一
世
を
風
靡
し
た
。

　

現
代
も
な
お
国
内
外
に
知
れ
渡
る
ほ
ど
の
知
名
度
を
持
つ
絵
師
、
葛
飾

北
斎
（
一
七
六
〇
～
一
八
四
九
）
も
ま
た
、
三
十
代
で
や
ま
と
絵
系
の
琳

図１　菱川師宣画『大和侍農絵づくし』延宝８（1680）年刊・国立国会図書館デ
ジタルコレクション
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派
に
傾
倒
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。九
〇
年
に
及
ぶ
生
涯
を
通
じ
て
、

漢
画
や
洋
風
画
な
ど
諸
派
に
学
ん
だ
北
斎
は
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年

か
ら
い
わ
ゆ
る
「
琳
派
」
の
頭
領
が
用
い
た
「
宗
理
」
号
を
名
乗
っ
て
い

る
。
宗
理
時
代
の
作
品
は
現
在
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
画
風

は
必
ず
し
も
宗
達
や
光
琳
ら
の
様
式
に
単
純
に
倣
う
も
の
で
は
な
く
、
北

斎
独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年

に
宗
理
号
を
門
人
に
譲
り
「
北
斎
辰
政
」
と
改
号
す
る
が
、
実
は
そ
の
後

も
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
北
斎
が
手
が
け
た
作
品
に
は
主
題
や
技
法
の
面

で
、
琳
派
様
式
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

古
典
に
学
ぶ
一
方
で
、
従
来
の
画
派
と
は
一
線
を
画
す
新
機
軸
を
打
ち

出
し
た
の
も
、
新
興
勢
力
の
浮
世
絵
ら
し
い
戦
略
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
雅
俗
を
取
り
混
ぜ
た
幅
広
い
主
題
選
択
と
、
和
、

漢
、洋
な
ど
の
諸
派
の
様
式
を
横
断
的
に
用
い
た
折
衷
的
な
技
法
で
あ
る
。

主
題
選
択
に
際
し
て
は
、
古
典
的
な
画
題
に
加
え
、
二
大
悪
所
と
評
さ
れ

た
歌
舞
伎
や
遊
里
な
ど
の
享
楽
的
な
場
を
描
き
、「
浮
世
」
観
を
演
出
す

る
こ
と
で
評
判
を
得
た
。
江
戸
中
・
後
期
の
川
柳
の
句
集
『
俳
風
柳
多
留
』

（
五
一
巻
）
に
見
る
、「
狩
野
家
に
も
土
佐
に
も
描
か
ぬ
仲
之
町
」
な
ど

の
句
か
ら
も
伝
わ
る
よ
う
に
、
仲
之
町
（
吉
原
遊
郭
）
の
よ
う
な
歓
楽
地

を
主
要
な
テ
ー
マ
に
据
え
る
試
み
は
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た（
２
）。

ま
た
伝
統

的
な
「
名
所
絵
」
の
分
野
に
関
し
て
は
、
和
歌
の
歌
枕
や
著
名
な
逸
話
を

素
地
に
情
趣
溢
れ
る
景
観
を
描
く
と
い
う
従
来
の
在
り
方
を
踏
襲
し
な
が

ら
、
そ
こ
に
旅
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
最
新
の
情
報
を
盛
り
込
む
こ
と
で
、

都
市
部
に
暮
ら
す
庶
民
に
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
。

　

北
斎
の
代
表
作
で
あ
る
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
も
、
や
ま
と
絵
の
伝
統
と

浮
世
絵
の
革
新
性
を
併
せ
持
つ
一
例
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
富
士
信

仰
や
旅
の
流
行
と
い
っ
た
社
会
情
勢
も
そ
の
人
気
を
後
押
し
し
、
空
前
の

大
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
本
作
は
、
七
〇
代
を
迎
え
た
北
斎
に
と
っ
て
、
画

業
の
一
つ
の
区
切
り
と
な
る
作
品
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。「
冨
嶽

三
十
六
景
」
に
関
し
て
は
、
ベ
ロ
藍
の
使
用
や
、
銅
版
画
を
意
識
し
た
遠

近
法
の
活
用
な
ど
か
ら
、
従
来
の
研
究
で
は
主
に
西
欧
の
絵
画
様
式
か
ら

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
も
琳
派
の
影
響
が
み
ら

れ
る
こ
と
を
、幾
度
か
拙
稿（
３
）で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。本
稿
で
は
同
シ
リ
ー

ズ
の「
三
役
」と
名
高
い
、「
凱
風
快
晴
」【
図
２
】、「
山
下
白
雨
」【
図
３
】、

「
神
奈
川
沖
浪
裏
」【
図
４
】
の
三
点
の
制
作
背
景
を
軸
に
、
北
斎
が
愛

し
た
琳
派
、
と
り
わ
け
江
戸
後
期
に
受
容
さ
れ
た
光
琳
イ
メ
ー
ジ
の
活
用

に
つ
い
て
を
読
み
解
く
。
そ
の
上
で
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
を
軸
に
、
北

斎
が
求
め
た
絵
画
の
伝
統
性
と
、
浮
世
絵
ら
し
い
新
機
軸
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
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図２　葛飾北斎画「冨嶽三十六景　凱風快晴」天保初期（1830～34）頃・東京
国立博物館　Image：TNM Image Archives

図３　葛飾北斎画「冨嶽三十六景　山下白雨」天保初期（1830～34）頃・東京
国立博物館　Image：TNM Image Archives
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葛
飾
北
斎
の
画
業
と
江
戸
琳
派

　

葛
飾
北
斎
【
図
５
】
は
宝
暦
一
〇
（
一
七
六
〇
）
年
、
江
戸
本
所
割
下

水
（
現
墨
田
区
亀
沢
）
に
誕
生
し
た
。
姓
は
中
島
、
幼
名
は
時
太
郎
、
俗

称
は
鉄
蔵
、
三
浦
屋
八
右
衛
門
と
も
称
し
た
。
北
斎
と
い
え
ば
、
飯
島
虚

心
著
『
葛
飾
北
斎
伝
』（
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
刊
）
に
あ
る
よ
う

図４　葛飾北斎画「冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏」天保初期（1830～34）頃・
東京国立博物館　Image：TNM Image Archives

図５　葛飾北斎肖像（飯島虚心著『葛飾北斎
伝』明治26（1893）年刊より・架蔵）
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に
九
三
回
も
の
引
っ
越
し
を
し
た
と
の
逸
話
が
知
ら
れ
る
ほ
か
、
三
〇
回

以
上
改
名
し
、
一
二
〇
種
に
及
ぶ
画
名
を
有
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
す
。

晩
年
に
あ
た
る
文
政
期
（
一
八
一
八
～
三
〇
）
に
は
「
不
染
居
」（
居
に

染
ま
ら
ず
の
意
）
の
号
を
用
い
る
な
ど
、
常
に
変
化
を
求
め
る
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
て
い
る
。

　

ひ
と
と
こ
ろ
に
停
滞
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
北
斎
の
心
情
は
、
変
化
に

富
ん
だ
画
風
に
も
表
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
史
で
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ

て
き
た
の
が
、
北
斎
の
異
国
趣
味
で
あ
る
。
狩
野
派
や
堤
派
な
ど
の
漢
画

系
の
技
法
に
加
え
、
一
八
世
紀
後
期
に
流
行
し
た
洋
風
表
現
に
も
通
じ
て

お
り
、
遠
近
用
や
陰
影
法
な
ど
を
用
い
た
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
作
画
を
得

意
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
北
斎
の
や
ま
と
絵
系
の
学
習
に
関

す
る
研
究
史
は
こ
れ
に
比
し
て
少
な
く
、
三
〇
代
半
ば
以
降
の
「
宗
理
」

を
号
し
た
一
時
期
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
で
詳
し
く
画
業
を

探
っ
て
み
る
と
、
五
〇
代
以
降
の
作
品
に
も
琳
派
の
モ
チ
ー
フ
や
意
匠
性

を
反
映
し
た
作
例
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
気
付
く
。
以
下
、
北
斎
後
半
生

の
作
画
に
意
図
さ
れ
た
や
ま
と
絵
系
、
と
り
わ
け
「
江
戸
琳
派
」
と
の
影

響
関
係
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

　
「
琳
派
」
と
称
さ
れ
る
一
連
の
画
派
、
あ
る
い
は
絵
画
様
式
は
、
近
世

初
期
に
京
都
で
活
動
し
た
や
ま
と
絵
系
の
絵
師
で
あ
る
俵
屋
宗
達
（
生
没

年
不
詳
）、
本
阿
弥
光
悦
（
一
五
五
八
～
一
六
三
七
）
に
始
ま
る
。
京
の

雅
や
か
な
文
化
を
背
景
に
、
単
純
化
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
と
豊
か
な
色
彩
表

現
を
特
徴
と
し
た
彼
ら
の
美
意
識
は
、
基
本
的
に
私
淑
の
関
係
に
よ
っ
て

継
承
さ
れ
た
。
中
で
も
光
悦
の
縁
戚
で
、
京
都
の
有
数
の
呉
服
商
、
雁
金

屋
に
生
ま
れ
た
絵
師
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
の
優
れ
た

意
匠
性
は
突
出
し
て
い
た
。

　

光
琳
は
、
宝
永
元
（
一
七
〇
四
）
年
に
銀
座
役
人
の
中
村
内
蔵
助
を
頼

り
江
戸
に
下
っ
た
の
を
機
に
し
ば
し
ば
江
戸
に
滞
在
し
た
。
ま
た
陶
芸
家

で
あ
る
弟
の
乾
山
も
晩
年
は
拠
点
を
江
戸
に
移
す
な
ど
、
京
の
先
端
の
造

形
文
化
は
江
戸
の
文
化
人
を
も
魅
了
し
た
。
光
琳
が
正
徳
六
（
一
七
一
六
）

年
に
没
し
た
後
も
、
意
匠
性
の
高
い
作
風
は
「
光
琳
模
様
」
と
し
て
伝
播

し
、
衣
装
や
工
芸
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
十
九
世
紀
初
め
に
は
絵
師
ら
に

よ
っ
て
顕
彰
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
筆
頭
が
、
江
戸
の
地
で
光
琳
研
究

を
深
め
た
酒
井
抱
一
（
一
七
六
一
～
一
八
二
九
）
で
あ
る
。
前
橋
藩
主
酒

井
家
五
代
の
忠
挙
（
一
六
四
八
～
一
七
二
〇
）
は
光
琳
の
有
力
な
後
援
者

の
一
人
で
も
あ
っ
た
た
め
、
抱
一
に
と
っ
て
光
琳
は
生
家
に
縁
の
あ
る
絵

師
で
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
で
花
開
い
た
琳
派
の
後
継
者
た
ち
の
活
躍
は
、
京
都
の
そ
れ
と
区

分
さ
れ
、
近
年
は
「
江
戸
琳
派
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
抱
一
は
江
戸
琳
派

の
祖
と
称
さ
れ
、
そ
の
作
風
は
光
琳
を
慕
い
な
が
ら
、
よ
り
写
実
的
で
か

つ
洒
脱
な
印
象
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
玉
蟲
敏
子
氏
は
「
十
八
世
紀
中
葉
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の
断
片
的
な
宗
達
・
光
琳
・
乾
山
情
報
は
、
江
戸
座
の
俳
人
社
会
と
関
係

を
持
ち
、
そ
れ
は
ま
た
上
流
武
家
社
会
、
あ
る
い
は
遊
里
と
も
連
鎖
を
も

つ
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
指
摘
す
る（
４
）。
代
々
風
流
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る

酒
井
家
の
子
息
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
た
抱
一
は
、
尻
焼
猿
人
の
名
で
狂

歌
を
発
表
し
町
人
ら
と
も
積
極
的
に
交
わ
る
な
ど
、
大
名
好
み
と
庶
民
の

流
行
を
巧
み
に
取
り
入
れ
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　

抱
一
は
青
年
期
に
、
浮
世
絵
師
で
歌
川
派
の
祖
で
あ
る
豊
春
（
一
七
三
五
〜

一
八
一
四
）
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
肉
筆
美
人
画
を
手
掛
け
る
こ
と
で
絵

師
と
し
て
の
研
鑚
を
積
ん
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
寛
政
（
一
七
八
〇
～

一
八
〇
一
）期
に
な
る
と
、老
中
松
平
定
信
に
よ
る
改
革
の
影
響
も
あ
り
、

武
家
出
身
の
抱
一
は
庶
民
の
「
俗
」
文
化
か
ら
手
を
ひ
き
、
か
つ
て
酒
井

家
が
庇
護
し
て
い
た
光
琳
の
作
風
に
傾
倒
し
た
。
抱
一
は
文
化
一
〇

（
一
八
一
三
）
年
に
宗
達
や
光
琳
ら
の
落
款
や
略
歴
を
ま
と
め
た
一
枚
摺

の
「
緒
方
流
略
印
譜
」
を
制
作
、
さ
ら
に
光
琳
の
百
年
忌
を
催
し
た
文
化

一
二
（
一
八
一
五
）
年
に
は
冊
子
版
の
『
尾
形
流
略
印
譜
』
を
刊
行
し
、

宗
達
、
光
悦
か
ら
光
琳
、
乾
山
ら
に
続
く
流
れ
を
「
尾
形
流
」
と
称
し
た
。

ま
た
百
年
忌
の
記
念
遺
墨
展
を
催
し
、
図
録
集
と
な
る
『
光
琳
百
図
』【
図

６
─①
】
の
編
纂
に
も
関
わ
る
な
ど
光
琳
研
究
を
推
し
進
め
、
自
ら
を
「
尾

形
流
」
の
継
承
者
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、抱
一
と
同
年
代（
一
歳
年
上
）の
北
斎
は
、安
永
七（
一
七
七
八
）

図６─①　酒井抱一編『光琳百図』前編下巻・文化12（1815）年頃刊・
国立国会図書館デジタルコレクション
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年
頃
に
浮
世
絵
師
の
勝
川
春
章
（
一
七
四
三
？
～
九
二
）
に
入
門
、
春
朗

と
号
し
て
役
者
絵
等
を
描
く
が
、
春
章
没
後
に
同
派
を
離
れ
る
。
そ
し
て

抱
一
が
光
琳
に
傾
倒
す
る
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
よ
う
に
、
三
〇
代
の
半
ば

に
あ
た
る
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
か
ら
同
一
〇
年
秋
頃
ま
で
、
江
戸
中

期
の
町
絵
師
で
、
光
琳
風
の
作
品
を
手
掛
け
た
俵
屋
宗
理
（
生
没
年
不
詳
）

の
名
を
継
い
で
「
宗
理
」
と
号
し
た
と
さ
れ
る
。

　

酒
井
抱
一
が
編
纂
し
た
『
尾
形
流
略
印
譜
』
に
は
、
俵
屋
宗
理
に
つ
い

て
「
俵
屋
を
名
の
る　

初
め
住
吉
広
守
の
門
人
後
光
琳
の
風
を
畫
く　

明

和
安
永
の
頃
の
人
な
り
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
俵
屋
宗
理

の
活
躍
期
と
北
斎
が
宗
理
を
号
し
た
時
期
と
は
隔
た
り
が
あ
り
、
そ
の
関

わ
り
方
も
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
宗
理
は
俳
諧
と
つ
な

が
り
の
深
い
人
物
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
関
係
を
繋
い
だ
の
は
俳
諧

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
ろ
う
と
の
示
唆
も
あ
る（
５
）。ま

た
、『
浮
世
絵
類
考
』（
曳

尾
庵
本
・
文
政
二
〜
四
（
一
八
一
九
〜
二
一
）
年
頃
成
立
）
の
春
朗
（
北

斎
）
の
項
に
、
式
亭
三
馬
に
よ
る
「（
略
）
勝
川
ヲ
改
メ
叢
春
朗
ト
云
、

其
後
俵
屋
宗
理
ガ
蹟
ヲ
続
テ
二
代
目
宗
理
ト
ナ
ル
。
後
二
故
ア
リ
テ
名
ヲ

家
元
ニ
帰
ヘ
シ
北
斎
辰
政
ト
改
ム（
略
）」と
の
書
き
込
み
が
あ
る
よ
う
に
、

後
継
者
に
「
宗
理
」
名
を
譲
り
、
辰
政
と
改
名
し
た
と
解
さ
れ
る
。

　

北
斎
は
こ
の
時
期
、
他
の
浮
世
絵
師
と
は
一
線
を
画
す
よ
う
に
錦
絵
制

作
か
ら
遠
ざ
か
り
、狂
歌
や
俳
諧
に
関
わ
る
摺
物
や
出
版
物
を
手
掛
け
た
。

ま
た
肉
筆
美
人
画
も
量
産
し
、
す
ら
り
と
し
た
肢
体
が
特
徴
の
「
宗
理
美

人
」
な
ど
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
画
風
を
構
築
し
た
。
当
時
制
作
し
た

絵
暦
や
狂
歌
絵
本
な
ど
の
私
的
な
刊
行
物
に
、「
法
橋
宗
達
図
俵
屋
宗
理

写
」「
法
橋
光
琳
之
図
北
斎
宗
理
写
」
の
落
款
を
持
つ
琳
派
作
品
の
写
し

を
行
っ
た
例
も
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、
琳
斎
宗
二
、
寿
亭
宗
百
ら
琳
派
に
私

淑
し
た
門
人
も
複
数
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
６
）。
こ
の
よ
う
に
、
北

斎
が
活
躍
し
た
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
江
戸
の

画
壇
で
は
琳
派
と
浮
世
絵
の
作
家
ら
が
交
流
し
、
強
い
影
響
を
受
け
あ
う

と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る（
７
）。

北
斎
と
光
琳
イ
メ
ー
ジ
の
継
承

　

北
斎
が
生
涯
の
中
で
琳
派
に
積
極
的
に
接
近
し
た
時
期
は
、
少
な
く
と

も
二
度
あ
る
と
推
察
す
る
。
先
述
し
た
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
か
ら
の

約
三
年
間
の
宗
理
期
、
そ
し
て
抱
一
ら
に
よ
り
光
琳
の
顕
彰
活
動
が
行
わ

れ
た
文
化
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
後
期
で
あ
る
。
文
化
一
二
（
一
八
一
五
）

年
に
光
琳
の
百
回
忌
に
ち
な
ん
で
企
画
さ
れ
、
根
岸
の
寺
院
に
て
開
か
れ

た
と
い
う
遺
墨
展
は
、江
戸
に
お
け
る
光
琳
の
再
認
識
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

北
斎
も
ま
た
こ
の
時
期
に
光
琳
の
美
意
識
に
接
し
、
強
い
影
響
を
受
け
た

と
思
わ
れ
る
。
遺
墨
展
を
機
に
編
ま
れ
た
『
光
琳
百
図
』
は
、
前
編
が
文
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化
一
二
（
一
八
一
五
）
年
頃
、
そ
し
て
後
編
が
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
。
光
琳
の
代
表
作
を
多
数
所
載
し
た
本
書
は
琳
派
学
習
の

粉
本
に
も
な
り
、現
代
に
い
た
る
ま
で
様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
北
斎
が
こ
の
遺
墨
展
の
前
年
に
発
表
し
た
の
が
、
生
涯
で
最
大

の
ヒ
ッ
ト
作
と
な
っ
た
版
本
、『
北
斎
漫
画
』
で
あ
る
。
北
斎
は
こ
れ
に

さ
か
の
ぼ
る
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
頃
か
ら
、「
載
斗
」
と
号
し
て
絵

手
本
や
読
本
な
ど
の
出
版
に
注
力
し
て
い
た
。『
増
補
浮
世
絵
類
考
』（
斎

藤
月
岑
編
・
天
保
一
五
（
一
八
四
四
）
年
序
）
に
も
「
画
風
錦
絵
草
双
紙

等
の
尋
常
に
あ
ら
ず
、
繍
し
ゅ
う

像ぞ
う

読
本
の
差さ
し

絵え

を
多
く
か
き
て
世
に
行
は
れ
、

絵
入
読
本
此
人
よ
り
大
に
開
け
た
り
」
と
あ
り
、
北
斎
の
読
本
な
ど
が
出

版
界
に
与
え
た
影
響
の
大
き
さ
を
評
し
て
い
る
。

　
『
北
斎
漫
画
』
の
初
編
は
、
門
人
で
あ
る
尾
張
藩
藩
士
の
牧
墨
僊
宅
の

逗
留
時
に
描
い
た
下
絵
を
元
に
、尾
張
の
版
元
、永
楽
屋
東
四
郎
が
編
み
、

刊
行
し
た
。
計
一
五
冊
、
総
数
約
三
九
〇
〇
図
と
も
言
わ
れ
る
膨
大
な
図

様
を
所
載
し
た
シ
リ
ー
ズ
は
北
斎
の
没
後
も
刊
行
さ
れ
、
海
外
で
も
図
案

集
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。『
北
斎
漫
画
』
に

所
載
さ
れ
た
図
案
は
、
人
物
、
動
植
物
、
景
観
、
家
屋
と
い
っ
た
身
近
な

も
の
か
ら
果
て
は
妖
怪
や
幽
霊
な
ど
の
異
界
の
存
在
に
も
至
り
、
ま
さ
に

「
森
羅
万
象
」
を
対
象
と
し
て
い
る
。
絵
師
北
斎
の
デ
ー
タ
集
と
も
い
え
、

や
ま
と
絵
や
漢
画
な
ど
諸
派
の
画
題
に
も
及
ん
で
い
る
。

図７　葛飾北斎画『北斎漫画』第３編より「風神・雷神」・文化12（1815）
年刊・国立国会図書館デジタルコレクション
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数
あ
る
琳
派
好
み
の
モ
チ
ー
フ
の
中
で
も
、
北
斎
が
「
風
神
雷
神
」
の

図
様
を
好
ん
で
本
書
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
文
化
一
二

（
一
八
一
五
）
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
『
北
斎
漫
画
』
第
三
編
に
は
、
見
開

き
で
大
き
く
「
風
神
」
と
「
雷
神
」
の
二
図
【
図
７
】
が
描
か
れ
て
い
る
。

千
手
観
音
の
眷
属
と
し
て
勇
猛
な
姿
で
表
現
さ
れ
る
二
神
は
、
俵
屋
宗
達

以
降
、
光
琳
や
江
戸
琳
派
の
絵
師
に
継
承
さ
れ
、
こ
と
に
琳
派
ら
し
い
主

図６─②　酒井抱一編『光琳百図』前編下巻より「風神・
雷神」・文化12（1815）年頃刊・国立国会図書館デジタ
ルコレクション

図８　尾形光琳筆「風神雷神図屏風」重要文化財・２曲１双・江戸
時代・18世紀・東京国立博物館　Image：TNM Image Archives
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題
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。
光
琳
の
百
年
忌
に
あ
た
る
こ
の
年
に
、
琳

派
を
象
徴
す
る
図
像
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す

る
。
な
お
、
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
光
琳
百
図
』
前
編
下
巻
に
も
、
風
神

と
雷
神
を
描
い
た
扇
面
の
縮
図
【
図
６
─②
】
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
一
一
年
後
の
文
化
十
二
（
一
八
一
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
同
書
後
編

の
下
巻
最
終
図
に
は
、
建
仁
寺
所
蔵
の
俵
屋
宗
達
筆
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」

を
模
し
た
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」【
図
８
】
の
縮
図
【
図
９
】
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
編
纂
に
関
わ
っ
た
抱
一
も
、
光
琳
の
偉
業
を
た
た
え
る
『
光

琳
百
図
』
の
最
終
図
に
、
こ
の
著
名
な
作
品
が
相
応
し
い
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
抱
一
が
企
画
し
た
光
琳
の
百
年
忌
か
ら
さ
ら
に
百
年
を
経

た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
、
三
越
呉
服
店
が
二
百
年
忌
と
し
て
「
光

琳
遺
品
展
覧
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
抱
一
が
行
っ
た
様
々
な
顕
彰
活
動

は
、
江
戸
後
期
の
表
象
文
化
に
光
琳
の
存
在
を
刻
み
、
か
つ
、
近
代
に
お

け
る
光
琳
受
容
へ
と
そ
の
流
れ
を
繋
い
だ
の
で
あ
る
。

「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
み
る
光
琳
イ
メ
ー
ジ

　

北
斎
七
〇
代
の
は
じ
め
、
天
保
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
初
期
に
刊
行
を

開
始
し
た
の
が
、
北
斎
の
代
表
作
と
な
っ
た
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
で
あ
る
。

図９　酒井抱一編『光琳百図』後編下巻より「風神雷神図屏風」・文政９（1826）
年刊・国立国会図書館デジタルコレクション
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好
評
に
よ
り
十
図
を
加
え
、
総
計
四
十
六
図
に
及
ぶ
堂
々
た
る
連
作
と

な
っ
た
。
東
は
常
陸
国
（
現
茨
城
県
）
か
ら
西
は
尾
張
国
（
現
愛
知
県
）

ま
で
、
諸
国
の
景
観
の
中
に
鎮
座
す
る
霊
峰
富
士
を
豊
か
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
描
い
て
い
る
。

　
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
ヒ
ッ
ト
の
陰
に
は
、
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

江
戸
の
町
民
層
に
向
け
た
様
々
な
工
夫
が
あ
る
。
副
題
に
地
名
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
名
所
絵
と
し
て
の
機
能
が
生
じ
る
と
共
に
、

都
市
部
に
暮
ら
す
鑑
賞
者
が
求
め
る
旅
の
情
報
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
。

構
図
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
を
選
び
、
鑑
賞
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
よ
う
な
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
取
材
地
の
わ
か
ら
な
い
も
の
や

類
似
し
た
印
象
の
構
図
は
ほ
ぼ
無
い
が
、
例
外
と
な
る
の
が
前
掲
の
「
凱

風
快
晴
」【
図
２
】、「
山
下
白
雨
」【
図
３
】
の
二
点
で
あ
る
。
と
も
に
副

題
に
は
地
名
が
な
く
、
ま
た
画
中
に
も
そ
れ
を
明
ら
か
に
示
す
事
物
が
描

か
れ
て
い
な
い
た
め
、
特
定
の
地
域
を
判
別
す
る
す
べ
が
な
い
。
何
よ
り

も
、
画
面
の
三
分
の
二
ほ
ど
に
大
き
く
富
士
を
配
し
た
大
胆
な
配
置
は
、

俗
に
「
赤
富
士
」、「
黒
富
士
」
と
並
び
称
さ
れ
る
ほ
ど
富
士
の
岩
肌
の
印

象
が
強
く
、
他
の
作
品
と
は
際
立
っ
て
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
共

通
点
の
多
い
こ
れ
ら
の
図
が
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
対
の
意
識
を
も
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

　
「
凱
風
快
晴
」
は
、
南
か
ら
吹
く
穏
や
か
な
風
（
凱
風
）
を
主
題
に
し

図10　酒井抱一筆「夏秋草図屏風」文政４（1821）年・東京国立博物館　
Image：TNM Image Archives
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て
お
り
、
紅
に
染
ま
る
山
肌
と
青
空
の
対
比
が
、
快
晴
の
朝
の
景
と
さ
れ

る
本
図
の
魅
力
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
対
す
る
「
山
下
白
雨
」
は
、
激
し

い
白
雨
（
夕
立
）
を
受
け
る
富
士
の
姿
を
描
く
。
黒
い
裾
野
に
映
え
る
の

は
意
匠
化
さ
れ
た
稲
光
り
で
、鑑
賞
者
に
鋭
い
雷
鳴
を
連
想
さ
せ
る
。「
風
」

や
「
雷
」
と
い
っ
た
自
然
現
象
と
、
神
格
化
さ
れ
た
富
士
山
の
取
り
合
わ

せ
は
、
ま
さ
に
「
風
神
雷
神
図
」
の
趣
向
に
通
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
抱
一
の
傑
作
と
し
て
名
高
い
「
夏
秋
草
図

屏
風
」【
図
10
】
で
あ
る
。
本
図
は
右
隻
に
雨
後
の
夏
の
植
物
を
、
左
隻

に
風
に
揺
れ
る
秋
の
草
花
を
描
い
て
お
り
、
下
絵
の
貼
紙
よ
り
、
文
政
四

（
一
八
二
一
）
年
頃
に
、
第
一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
父
で
一
橋
家
の
当

主
で
あ
っ
た
治
済
の
注
文
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。
保
存
上

の
配
慮
で
昭
和
四
九（
一
九
七
四
）年
に
二
つ
の
屏
風
に
分
け
ら
れ
た
が
、

当
初
は
前
掲
の
光
琳
筆
「
風
神
雷
神
図
」【
図
９
】
の
裏
面
に
描
か
れ
て

い
た
。
風
神
の
裏
面
に
風
に
揺
れ
る
秋
草
図
を
、
ま
た
雷
神
の
裏
に
雨
水

に
濡
れ
た
夏
草
を
配
し
、
風
神
雷
神
の
存
在
を
抱
一
ら
し
い
自
然
描
写
の

中
に
置
き
換
え
て
い
る
。
宗
達
や
光
琳
が
好
ん
だ
華
や
か
な
金
地
を
渋
み

の
あ
る
銀
地
に
替
え
、
神
を
身
近
な
植
物
に
転
じ
る
発
想
は
、
ま
さ
に
抱

一
が
親
し
ん
だ
浮
世
絵
や
俳
諧
に
み
ら
れ
る
「
見
立
」
の
趣
向
で
あ
る
。

　

北
斎
の
「
凱
風
快
晴
」「
山
下
白
雨
」
の
趣
向
は
抱
一
ほ
ど
明
確
な
見

立
で
は
な
く
、「
分
か
る
人
に
は
わ
か
る
」
と
い
っ
た
、
江
戸
俳
諧
風
の

図11　酒井抱一編『光琳百図』前編下巻より「冨士図扇面」・文化12（1815）年
頃刊・国立国会図書館デジタルコレクション
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発
想
を
用
い
た
と
考
え
る
。「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
は
他
に
も
幾
つ
か
の

遊
び
が
あ
り
、
例
え
ば
「
甲
州
三
坂
水
面
」
の
よ
う
に
、
実
際
の
富
士
と

河
口
湖
に
映
る
逆
さ
富
士
を
そ
れ
ぞ
れ
夏
と
冬
の
景
に
分
け
て
描
い
た
、

ま
さ
に
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
よ
う
な
趣
向
の
作
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

工
夫
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
購
入
者
を
飽
き
さ
せ
る
こ
と
な
く
惹
き
つ
け
た
の

で
あ
る
。「
夏
秋
草
図
屏
風
」
の
完
成
か
ら
一
〇
年
ほ
ど
の
開
き
は
あ
る

も
の
の
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
江
戸
の
地
で
光
琳
の
一
番
の
憲
章
者
で
あ
る
抱

一
と
、
琳
派
に
私
淑
し
た
北
斎
が
、
近
し
い
発
想
で
作
画
を
行
っ
て
い
た

と
想
定
さ
れ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

ち
な
み
に
、『
光
琳
百
図
』
に
は
複
数
の
富
士
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
編
下
巻
に
は
、
富
士
を
大
き
く
配
し
た
対
の
扇
面
【
図
11
】
が
描
か
れ

て
い
る
。
ま
た
、
後
編
下
巻
所
載
の
図
【
図
12
】
も
大
胆
な
富
士
の
配
置

が
目
を
引
く
が
、
こ
ち
ら
は
本
来
は
六
曲
一
双
の
屏
風
で
、
版
本
の
形
状

に
合
わ
せ
た
為
に
右
か
ら
四
扇
分
の
み
が
見
開
き
で
掲
載
さ
れ
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
よ
り
も
富
士
山
が
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

本
図
と
近
似
し
た
図
様
を
右
隻
に
、
ま
た
、
後
述
す
る
「
松
島
図
屏
風
【
図

14
】
を
左
隻
と
し
た
対
の
屏
風
の
存
在
が
、
近
年
報
告
さ
れ
て
い
る（
８
）。「
冨

嶽
三
十
六
景
」
の
「
凱
風
快
晴
」
や
「
山
下
白
雨
」
に
見
る
大
胆
な
構
図

の
発
想
や
、
次
節
で
述
べ
る
、「
神
奈
川
沖
浪
裏
」
の
意
匠
化
さ
れ
た
波

涛
の
表
現
の
源
に
、
光
琳
由
来
の
イ
メ
ー
ジ
が
生
か
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

図12　酒井抱一編『光琳百図』後編下巻より「富士三壺図屏風」（部
分）・文政９（1826）年刊・国立国会図書館デジタルコレクション
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「
冨
嶽
三
十
六
景
」
に
み
る
和
漢
洋
の
ミ
ッ
ク
ス
受
容

　

合
巻
本
『
正
本
製
』
十
二
編
（
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
刊
）
の
巻
末

に
は
、「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
版
元
、
西
村
永
寿
堂
に
よ
る
広
告
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

「
冨ふ
じ
さ
ん
じ
ふ
ろ
く
け
い

嶽
三
十
六
景　

前
北
斎
為
一
翁
画　

藍
摺
一
枚　

一
枚
ニ
一
景
ツ
ゝ

追
々
出
板　

此
絵
は
富
士
の
形か
た

ち
の
そ
の
所
に
よ
り
て
異こ
と

な
る
事
を
示し
め

す　

或
は
七
里
ヶ
浜は
ま

に
て
見
る
か
た
ち　

又
は
佃つ
く
だ
し
ま島よ

り
眺
る
景け
い

な
ど　

総す
べ

て

一
や
う
な
ら
ざ
る
を
著あ
ら
はし
山
水
を
習
ふ
者
に
便
す　

此
ご
と
く
追
々
彫て
う

刻こ
く

す
れ
ば
猶
百
に
も
あ
ま
る
べ
し　

三
十
六
に
限
る
に
あ
ら
ず
」

　
「
藍
摺
一
枚　

一
枚
ニ
一
景
ツ
ゝ
追
々
出
板
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
最

新
の
合
成
染
料
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
ブ
ル
ー
、
通
称
「
ベ
ロ
藍
」
を
用
い
た

「
藍
摺
絵
」
で
あ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
構
図
も
西
洋
風
の
遠
近
法
を

多
用
し
て
い
る
た
め
、
従
来
は
、
北
斎
の
異
国
趣
味
を
顕
著
に
示
し
た
作

例
と
も
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
作

に
は
や
ま
と
絵
的
な
趣
向
や
技
法
が
多
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
「
冨
嶽
三
十
六
景
」
の
三
役
に
も
数
え
ら
れ
る
、「
神
奈
川
沖
浪
裏
」【
図

４
】
を
例
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
本
図
は
ご
く
近
景
に
中
程
度
の
波
を
、

そ
の
奥
に
大
波
と
波
間
に
浮
か
ぶ
「
押
送
り
舟
」
と
呼
ば
れ
る
小
船
を
、

図13─①　葛飾北斎画「おしをくりはとうつうせんのづ」文化２（1805）年・東
京国立博物館　Image：TNM Image Archives
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図14　酒井抱一編『光琳百図』後編下巻より「波濤図屏風」・文政９（1826）
年刊・国立国会図書館デジタルコレクション

図13─②　葛飾北斎画「おしをくりはとうつうせん
のづ」（部分）文化２（1805）年・東京国立博物館　
Image：TNM Image Archives
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更
に
そ
の
遥
か
遠
方
に
小
さ
く
富
士
山
を
配
す
る
と
い
う
、
計
算
さ
れ
た

重
層
的
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
類
似
し
た
構
図
の
先
行
例
に
、
北
斎
壮

年
期
の
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一
八
）
前
期
の
連
作
の
一
つ
、「
お
し

図16　酒井抱一編『光琳百図』後編下巻より「琴高仙人図」・
文政９（1826）年刊・国立国会図書館デジタルコレクション

図15　酒井抱一編『光琳百図』後編下巻より「松島図屏風」・文政９（1826）
年刊・国立国会図書館デジタルコレクション
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を
く
り
は
と
う
つ
う
せ
ん
の
づ
」【
図
13
─①
】
が
見
出
せ
る
。
西
洋
の
銅

版
画
の
技
法
を
模
し
た
特
徴
的
な
線
描
で
、
右
上
部
に
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
風
の
文
字
【
図
13
─②
】
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
角
度
を
変
え
る
と
仮

名
文
字
で
「
お
し
を
く
り
は
と
う
つ
う
せ
ん
の
づ　

ほ
く
さ
い
え
か
く
」

と
書
い
て
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
風
に
反
し
、
細
部

に
ま
で
配
慮
し
た
洒
脱
な
趣
向
に
、和
洋
の
文
化
を
巧
み
に
融
合
さ
せ
る
、

北
斎
の
手
腕
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
で
、
画
面
を
覆
い
つ
く
す
躍
動
す
る
波
の
イ
メ
ー
ジ
は
、『
光
琳

百
図
』
続
編
下
巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
波
濤
図
屏
風
」【
図
14
】
や
「
松
島

図
屏
風
」【
図
15
】の
よ
う
な
大
胆
な
構
図
の
屏
風
や
、「
琴
高
仙
人
図
」【
図

16
】
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
、
豊
か
な
波
の
表
現
に
倣
う
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
波
間
の
船
と
人
物
を
取
り
合
わ
せ
た
扇
面
画
【
図
17
】
な
ど
は
、

押
送
り
舟
を
漕
ぐ
波
間
の
人
々
を
描
い
た
「
神
奈
川
沖
浪
裏
」【
図
４
】

の
構
想
に
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
光
琳
百
図
』
後
編
刊
行
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
、
北
斎
の
『
今

様
櫛

雛
形
』（
文
政
六
（
一
八
二
三
）
年
刊
）
に
は
、
光
琳
の
イ
メ
ー

ジ
に
つ
な
が
る
図
案
や
天
保（
一
八
三
〇
～
四
四
）初
期
の
作
と
な
る「
冨

嶽
三
十
六
景
」
の
登
場
を
予
感
さ
せ
る
例
が
複
数
所
載
さ
れ
て
い
る（
９
）。

本

書
は
櫛
や
煙
管
と
い
っ
た
日
用
品
の
た
め
の
実
用
的
な
図
案
集
で
、
北
斎

の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
感
覚
が
反
映
さ
れ
た
秀
品
で
あ
る
。
波
を
テ
ー
マ
に

図17　酒井抱一編『光琳百図』前編下巻より「人物図扇面」・文化12（1815）年
頃刊・国立国会図書館デジタルコレクション


